
 

議員とカダる会（議会報告会・意見交換会）報告書 

開催日時  令和元年５月２０日（月）  １８時３０分～２０時３０分 

開催場所 東部市民センター２階大会議室 

会場責任者 奈良岡隆、木戸喜美男 

記録者 山脇智、藤原浩平 

出席議員 赤平勇人、秋村光男、奥谷進、軽米智雅子、木戸喜美男、里村誠悦、 

渋谷勲、竹山美虎、中田靖人、奈良岡隆、長谷川章悦、藤原浩平、 

山崎翔一、山脇智、渡部伸広  議員１５名 

参加者数 市民１９名（全参加者数３４名） 

報告内容  平成３１年度第１回定例会の主な出来事について 

意見交換内容 

（意見の要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アリーナについてあなたがイメージすることは？ 

・施設の周りの住宅へ配慮が必要、以前近くを通ったとき道が細かっ

たので 

・将来の維持管理費が負担になり、最終的には市民の負担になると思

われるのだが 

・観光客が集客、行きやすい立地にする 

・騒音や、防災の設備 

・青森のシンボルになるような設計 

・市民が集まれるような建物、休憩場所 

・イベントが多数できるようなシステム 

・建設場所ではなく緑地公園が望ましい 

・青森市内にスポーツに関する施設が多くあるので現在の施設を活用

することはできないのか？（今後、人口も減少傾向にあることから） 

・施設は公認される施設ですか？（陸上） 

・青森市に公認された球場がないため、県内の大会が見れなくなった。

今回は、青森市と弘前市の学校の戦いも見れない 

・県のアリーナとの整合性について 

・あまりにも無謀で無知な計画と思う 

・学生が大会等で使用する場（料金を安く） 

・青森市のスポーツエンターテイメントの中心 

・スポーツする場所 

・コンサート（音楽系） 

・芸術（青森県民俗芸能）を中心に全国展開 

・老若男女が気楽に利用 

・建設にお金が心配 

・バスケの大会 

・モニター入れるの当たり前 

・防災拠点 
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意見交換内容 

（意見の要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・多くの人が集まる場所 

・子ども遊び場 

・子どもたちがスポーツをやるときのインストラクターなどは考えて

いるのか？ 

・スポーツ振興の拠点施設 

・健康づくりへ向けての施設 

・多様な催事に活用できる 

・全体像が見えない 

・もっと施設の内容が知りたい 

・建設することによる交通網の整備 

・負の遺産 

・プロスポーツ観戦 

・災害時の防災基地 

・集いの空間 

・短命市（県）の克服 

・使用料が安い 

・子どもたちが自由に安全に遊べる（大規模でなくて） 

・インストラクターつける 

・ライブ、プロの試合 

・交通の便がいいところ（バス、電車） 

・誰でも安く使える 

・（スポーツ）道具の貸し出し 

 

アリーナについてあなたが期待することは？ 

・市民が集まれる 

・学生バイトの場所に 

・設備がしっかりしている場所がいい 補修と更新 

・スポーツをやるだけじゃない鑑賞（スポーツ観戦、コンサートなど） 

・人が集まりたくなるようなデザイン・インテリア 

・設計士、青森にいない 東京に頼むしかない 

・質問の仕方に誘導されてしまう 

・スポーツ用品の貸し出し（安い）店の充実 

・使用料安くして 

・スポーツ用具を貸して 

・スポーツするとき安く使いたい 

・誰が集まる？ 

・老若男女集まれるように 

・高校生でも気軽に遊べる 

・中心部なので交通の便を期待 

・人が共有でき、市民が集まれる場所 

・維持費がかかりすぎないか 

・公式競技ができる 

-2-



 

意見交換内容 

（意見の要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・合宿施設 

・中高生、大学の意見、アンケートを 

・バス一本で行けるような交通整備 

・使い勝手のよい中小規模の施設の集合がよいと思う 

・市民の健康維持になるのかな？ 

・行きたくなるアリーナ 

・楽しいイベント・サークル活動 

・高齢者も楽しめるライトなスポーツ→健康増進 

・老若男女、特に子どもの利用→インストラクターの配置 

・芸術（市民芸術館に代わる施設）（青森県民俗芸能） 

・スポーツ（国際的大会を含む）としての拠点づくり 

・市民が行きたいと思える施設 

・アリーナ建設を学生は知らない 

・運営が長続きする体制をつくれるか？アウガみたいに金だけ使って

破綻しないように 

・子どもだけでも行けるように 

・合宿所、スポーツツーリズム 

・仙台ゼビオアリーナ 

・四面天井モニター付き、仙台では３０億円 

 

アリーナが活用されるためにあなたができることは 

・使用（活用）してみて不具合な点はその都度意見する 

・アリーナ行きのバスを走らせる（東部・西部） 

・答えにくい質問 

・各種スポーツ教室の誘致・イベントの誘致→してくれれば参加（活

用）、市内出身プロとか、タレントへの協力依頼（来てくれ） 

・地域のイベントでの活用（自分たちのグループで……）→使う人が繋

がる？ 

・積極的な利用をする 利用者の立場に立った施設にしてほしい 

・情報拡散する 大切→口コミ 

・この意見に対しあまり考えたことがなく、考えが浮かばない 

・部活で利用する 

・イメージがまだわかない 

・利用できるものあるのかなあ…… 

・できたら活用します 

・収容人数を考えた建築設計 

・市のイベントに参加して、予想される参加人数を市にアピール（ここ

に市民がいます）→アリーナへの投資拡大を 

・市：交通を維持できる  ｍｙ：維持管理に無理がないよう 

・イベントがあったり、何か集いがあれば 

・市民の健康に関する意識を高めることだと思う 

・クラウドファンディング（学生主導） 
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意見交換内容 

（意見の要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市税を滞納しない 

・補修と更新→企業を取り込む 

・各世代が交流できる 

・四面天井ディスプレイ 

・市民の寄付に対する市からの見返り １万円寄付したら、返礼品ま

たは施設に名前が入る 

・合宿所 スポーツツーリズム 

・利用する 

・市がアリーナの必要性を常にアピール 

・県と市の競合 差別化 

 

自由意見 

・若い議員の考えが聞きたい。中堅の意見も 

・年寄りの行くところがない 

・疑問：さまざまな声が出されてこれを議員が具体的にして 

・アリーナの３０年後を考えたらどうあるべきかわかるはず 

・告知を紙ベースでしっかりお願いします（高齢者向けに） 

・祭、イベント中の設備が不便（市役所の中は利用可。だけど使いにく

い） 

・標識が小さい 

・空き家とか増えているのに、何でアリーナとか建てるのかな 

・アウガで迷子に……。障がい者が使いやすい施設を 

・見通しがある設計づくり 

・カダる会 自由意見交換は直接話せるように 

・今後、ごみ出しのできない高齢者、障がい者が多くなると思われる。

そんな方へ各戸別に回収する考えがあるのか 

・議会を傍聴したいと思っているのだが、その手続きは？ 

・融雪溝の設置について地域で差がありすぎる。町会から聞いて、見積

について知りたい（矢田前町会東北本線（青い森鉄道沿い）） 

・人口減少の要因と対策 

要因 結婚・子育て環境  

対策 雇用（一時的には） 

※行政、議会の仕組みを 

※質の高い 

※市民視線、若者視線、熟年視線 ？と思う 

・資産の流失 

・カラスハネト（プロスポーツ選手）血が騒ぐ 

・郡部はのびている 

・中心部はのびていない 

・中心部だけ 

・楽しみがない 

・自然減 
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意見交換内容 

（意見の要旨） 

 

・子どもの数をどうふやす 

・企業誘致 

・祭りの方向が 

・観光客は人口じゃない 

・市民に目がいっていない 

・海外からの人たちの支援制度（言語 etc…）が薄い。英語表記しては

どうか？バス利用とか、施設利用する 

・普段はスルーされることや、だめだと思うことがよい意見だと気づ

けた 

・アリーナの疑問を議員に聞ける場があってもよかった。交通の問題、

桂木は狭い。どうするの？解決されるともっと意見が出しやすい 

・若い人に情報を知ってもらえるように…… 

記録者所見 今回のワールドカフェは、テーマがアリーナについてと、非常に絞ら

れたテーマで行われたこともあり、アリーナへのイメージや疑問など

について、市民の方から率直な意見、発言が出されたように思います。 

しかしながら、市民の方からも意見として出されているように、設問

のあり方や参加者への情報提供など、改善点もあったように感じまし

た。 

また東部市民センターの会場には、これまで議員とカダる会のあり

方をはじめ、青森市議会にさまざまなアドバイスをいただいている、青

森中央学院大学の佐藤淳准教授も参加し、感想やアドバイスをもらい

ました。 

市民の皆様からいただいた意見、佐藤先生のアドバイスを参考に、よ

り市民の皆様が参加してよかったと思える議員とカダる会になるよう

に、議会広報広聴特別委員を初め、議員一丸となって次回開催に向けて

議論をしていきたいと思います。 

 

青森市議会議長 様 

 令和元年７月１９日 

  以上のとおり報告いたします。 

  なお、当日、参加された市民から出された意見のうち、各議員において「執行機関に

伝えるべき」とした意見については、別紙のとおりです。 

 

会場責任者  奈良岡   隆 

 

木 戸 喜美男 

 

出席議員  赤 平 勇 人 

 

秋 村 光 男 
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奥 谷   進 

 

軽 米 智雅子 

 

里 村 誠 悦 

 

渋 谷   勲 

 

竹 山 美 虎 

 

中 田 靖 人 

 

長谷川 章 悦 

 

藤 原 浩 平 

 

山 崎 翔 一 

 

山 脇   智 

 

渡 部 伸 広 
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議員とカダる会（議会報告会・意見交換会）報告書 別紙 

 

 令和元年第１回議員とカダる会において参加者から出された意見

のうち、各議員において「執行機関に伝えるべき」とした意見につい

ては、以下のとおりですので、お伝えします。 

 

【東部市民センター会場】            ※ 議員名の五十音順に掲載 

No. 意見等の要旨 理由・背景等 意見等提出者 

１ 

アリーナと聞くことはあ

るが、どこまで議論が進

んでいるのかわからな

い。 

何もわからないまま工事が進

んでいくのに不安を感じてい

るのでは。 

秋村 光男 

２ 

アリーナは管理運営をし

っかり行っていかないと

アウガのようになる。 

アウガのようにしてはならな

い。失敗すると結局市民の負担

となる。 

３ 

人口減少対策として働く

場所をつくるために企業

誘致をしているが、ただ

誘致するだけではだめで

はないか 

青森ならではのものをもっと

研究して（ねぶた・りんご以

外）、青森に来ないと体験でき

ない、買えないといったものを

つくる、アピール。そして、そ

れをやる人材を作らないと（人

材育成）。研究のための予算を

しっかり取る。 

軽米 智雅子 
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別紙 会場写真（東部市民センター） 
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